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平成 14 年３月期の運用状況の予想 
 

 

  平成 14 年 3 月期（平成 13 年 5 月 11 日～平成 14 年 3 月 31 日）における当投資法人の運用状況の

予想は、次の通りです。 

 

 

記 

 

 

平成 14 年 3 月期の運用状況の予想（平成 13 年 5 月 11 日～平成 14 年 3 月 31 日） 

 
営 業 収 益 当 期 利 益 

1 口当たり分配金 
（利益超過分配金は含まない） 

1 口当たり 

利益超過分配金 

通  期 
百万円 

5,100 

百万円

2,100 

円 

13,000 

円

－ 

（参考）1口当たり予想当期利益（通期）  13,092 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意：平成 14 年 3 月期の運用状況の予想については、添付資料の「平成 14 年 3 月期の運用状況の予想

にあたっての前提条件」に記載した前提条件に基づき算出しております。したがって、今後の不

動産等の追加取得又は売却、運用環境の変化等により、実際の営業収益、当期利益、分配金は変

動する可能性があります。また、これを保証するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
ご注意：この文章は、平成１３年８月３日に当投資法人が発表いたしました「平成１４年３月期の運用状況の

予想」と同一の内容です。 



平成 14 年３月期の運用状況の予想にあたっての前提条件 
 

平成 14 年 3 月期の営業収益、当期利益、1口当たり分配金及び 1口当たり利益超過分配金の予想にあ

たっては、以下の前提条件に基づき算出しております。当初予想と一定以上の乖離が見込まれる場合

は、予想の修正を行います。 

 

１．予想値について 

 

①   当投資法人は、不動産（3 物件）、不動産を信託する信託の受益権（16 物件）、不動産及び土地

の賃借権を信託する信託の受益権（1 物件）の計 20 物件（以下「当初取得予定資産」といいます。）

を今回募集する投資口の発行により調達した資金及び資金の借入により調達した資金により取得

する予定です。当投資法人は、当初取得予定資産のみを取得することを目的として設立している

ものではなく、今後、投資信託委託業者を通じての資産の運用において、不動産等の取得又は売

却が行われますが、運用状況の予想にあたっては、当初取得予定資産のみの運用を前提に算出し

ており、今後の不動産等の追加取得又は売却等は予想には織り込んでおりません。 

 

②   当投資法人は、今回募集する投資口の払込期日（平成 13 年 9 月 7 日）後遅滞なく、当初取得予

定資産を取得する予定です。運用状況の予想にあたっては、平成 13 年 9 月 10 日（今回募集する

投資口の払込期日の翌営業日）から平成 13 年 9 月末までの間に、全ての当初取得予定資産を取得

したものとみなして算出しております。 

 

③   資金の借入は、証券取引法第 2条第 3項第 1号に規定する適格機関投資家より 24,000 百万円程度を

借入れる予定で算出しております。 

 

④   平成 14年 3月期においては、一時的な費用として、当投資法人設立に係る費用及び今回の投資証券

の発行に係る費用等 300 百万円程度を見込んでおります。なお、当初取得予定資産の取得に係る売主

との固定資産税、都市計画税の精算分（いわゆる固定資産税等相当額）は取得価額に算入され、営業

費用とはなりません（但し、次期以降に納付する当初取得予定資産に係る固定資産税、都市計画税は

営業費用となります。）。 

 

⑤   1 口当たりの当期利益、分配金及び利益超過分配金は、今回募集する投資口数を含めた予定期末発行

済投資口数 160,400 口により算出しております。 

 

⑥   今回募集する投資口の金銭の分配の起算日は 5月 11日（当投資法人成立日）であります。 

 

 

２．分配金の内訳について 

 

①   利益分の分配金（1口当たり分配金）は、当投資法人の規約に定める金銭の分配の方針を前提として

算出しております。 

 

②   利益超過分の分配金（1口当たり利益超過分配金）は、現時点では行う予定はありません。 

 

 

 

   本資料は、兜倶楽部、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会に配布しております。  

ご注意：この文章は、平成１３年８月３日に当投資法人が発表いたしました「平成１４年３月期の運用状況の

予想」と同一の内容です。 


